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銀河団同士の衝突は宇宙で最も大きなエネルギー現象であり，銀河団ガスに衝撃波や乱流を引き起こし，銀河
団の力学進化に大きな影響を及ぼす．銀河団の進化過程を観測的に明らかにする上では，様々な衝突段階の銀河
団を X線で観測することが重要であるが，これまでの X線観測は X線輝度の高くなる衝突の中期のサンプルに
集中していた．一方，すばる望遠鏡 HSC-SSPの可視光データを用いた衝突銀河団のサンプルは，メンバー銀河
の密度ピークから選択するため衝突段階によるバイアスを受けない (Okabe et al, 2019, PASJ, 71,79)．現在この
サンプルを用いたX線フォローアップ観測計画が進行中であり，不足していた衝突初期・後期の描像の解明が期
待されている．特にX線で銀河団ガスの構造を詳細に分解できる z < 0.4のサンプルに対するXMM-Newton衛
星を用いた観測は，既に 2天体完了しており，内部構造を捉えていることを確認した．本講演では，これら現在
までに観測が完了したサンプルに加え，XMM-Newton衛星のアーカイブデータの中から衝撃波の兆候が確認さ
れたサンプルの解析結果を報告する．


